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The composition of the medium for the culture of No. 101 bacterium that
produces the hydrolytic enzyme. (hemicellulase) active towards corn seed
hemicellulose had been examined previously in this laboratory.
The crude preparation of hemicellulase was purified by gel filtration, and
its h】-drolytic activity was investigated.
After 7 days'culture, ammonium sulfate was added in a medium to 60
per cent and the precipitate formed was gel filtrated successivly by using
Sephadex G-25, G-75 and G-100, and the enzymatic solution was lyophilized.
The hydrolytic activity was measured using the crude hemicellulase pre-


































































































































































































































































0 10 2α 30 40
第4図
　　　　　　TUBE　NUMBER
G－75による1のゲル源過 第5図
　　　　　TUBE　NUMBER
G－75による亘のゲル沮過
　1はNo・7～16までを，丑はNα8～18までをG－100でゲル源過した。その結果は，第6
図，第7図どうりであった。
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第6図　G－100による1のゲル演過
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　第7図　G－100による五のゲル瀕過
　G－75，G一一100において，山がそれぞれひとつであり，またL　Hが全く重なるので，こ
の粗酵素は1種類であると考えられる。
4．粗酵素の収量
　G－100でゲル浜過後，1はNo．7《’19，豆はNo．8～18までをそれぞれ凍結乾燥し，粗酵
素を得た。その収量は第5表どうりであった。
第5表 粗酵素収量
　　（培地94より）
粗酵素　収量（解）
1 1491．1
豆 1448．9
計 2940．0
5．粗酵素の紫外線吸収
　粗酵素の1について，それぞれ濃度を変えて，紫外線の吸収率を測定したら，第8図のよう
になった。
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　　　　　　　　　　　　第9図　粗酵素の分解率
　粘度低下率と還元力の増加について別々に見ると，1と1が互いに，同じような曲線をえが
いている。
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　　　　　　　　　　第8図　紫外線の吸収曲線
ほぼ280mμで最大吸収を示す蛋白であることがわかった。
6．粗酵素の分解率
実験方法6に従い，1とHについてそれぞれ分解率を示すと第9図のとうりであった。
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また，粘度低下は高い率を示すのに対し，還元力の増加の方は20％前後という低い率しか示
さなかった。
考 察
　1．　この粗酵素は，紫外線280mμで最大吸収を示す蛋白質である。・
　2．　1と皿の粗酵素を比較すると，ゲル浜過および分解率において，ほぽ重なるので，一種
類のヘミセルラーゼであると考えられた。
　3．分解率において，粘度低下率では高い値を示すのに対し，還元力の方はあまり増加しな
いことから，この粗酵素はendo型のヘミセルラーゼであることが推論される。
　4．これまでヘミセルラーゼについては，給源を異にするものの多様性が論じられてきた
が，ここでは，基質，細菌，酵素すべて同一給源のものについて研究してきた。したがって従
来のものとのこの点に関する比較検討は今後の研究課題となろう。
総 括
　さきに，com　seedより調整したヘミセルロースの分解酵素ヘミセルラーゼを，部分精製
し，その分解能について検討をおこなった。
37℃，7日間静置培養後の培養汐液の硫安沈澱物をSephadexゲルG－25，G－75，G－100
でゲル浜過し，凍結乾燥後，粗酵素ヘミセルラーゼを得，分解率を測定した。・
実験結果より，粘度低下率と還元力増加での分解率の違いにより，この粗酵素はendo型の
ヘミセルラーゼであると考えられた。
　粗ヘミセルラーゼについては，更に精製を重ね，結晶化の方向へ進みたいと思っている。
終りに，本研究に当って有益なご助言をいただいた本学薬学部鶴教授に感謝の意を表する。
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